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／ようになった事実である㌔これら化合物は弱いながら   
も薬理作用を持ち，キャベツ，白菜，大根などに含まjt，   
毎食車ごとに多量に摂取されるindoleglucosinolate（8）   
などが環境変異原物質によるガン化を抑制しているとい   
うデータも蓄積し始め㌔1－ヒドロキシインドールの化   
学は我々の日常の食生活をも左右する重要な問題となり   
つつあi），その生体内存在の可能性とその意義について   
は想像をかきたてるものがある。この興味あるトヒド   
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2．トヒドロキシインドール誘導体の合成とその  
安定性   






























で合成できるようになった㌔ 同株にして18c、dから  
19c、dを経由して2c，dも得られた㌔2b－dもまたそれ   
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ドロキシインドー ル化合物群の一般合成法の確立に成功  
した㌔  
乙2．1－アルキルーおよび1－アシルオキシインドール類  




















成され研究されてきた㌔   
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Acの方がHよりも安定であることがわかった。また綾   
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ド去などが存在するカルポン酸にも適用できる。また後   
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3．3．トメトキシインドール（4a）の反応性10・－3） 1位  
置換墓を手懸かりとしたインドール骨格の2位リチウム  
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成中間体と日される媚も好収率で得られた。46a－eを   ことができた。46cの還元では，ベンジル位のアセトキ  
10％パラジウムー炭素（Pd／C）を剛、，常圧接触還元すれ シ基が完全に除去され，47cが得られた】‥i〉。  
ば，48が副生する場合もあるが，容易に1位メトキシ  さらに親電子試薬との反応を展開中であるが，これら  
基を除去でき，対応する2位置換インドール47を得る  の結果から，我々は4aの特質を活かした，2位置換ト   









































モコハク酸イミド（NBS）と反応して49に変換う乳 Zn－酢  
酸で還元して6bを合成した（スキーム6）1封．〕   





する6b，6cを高根率で合成できl射） ，さらに6cを加水  
分解しても6aを簡便に合成できた。   
以上の二つの方法により，谷易に人手可能となった  
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4．軋 9－Me帥0又yCarbazole－3－Carbd旧ehyde（14）の全  


































位メトキシ基という切断され易い官能基の共存下に，オ   
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位置換基の立体的嵩高さの順序と一致している。これら   
キシムをアミンに変換する二独自の緩和な還元反応を見い  
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4．6．2．（±）－トMethoxy－6，7－SeCOagrOClavine（90a）   







より84を得た後，ニトロメタンとアルドール縮合すれ   






























うそのこと自体が幻なのか？ 是非ともこの知的冒険に  
対する解答を得たいものである。  




















トルデータをそれぞれご恵与頂きました三川 潮教授  
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